
ロータリーと共に寄り添い奉仕の扉を開こう 地区スローガン  

「世界を変える行動人」 

3月は 「水と衛生月間」 です 

3月13日を含む1週間  世界ローターアクト週間 
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国際ロータリー会長 ホルガー・クナーク 



ガバナー メッセージ ガバナー 藤井 秀香 

 私たちの活動は、井戸を掘るだけではありま
せん。安全な水と衛生設備を提供した上で、衛
生や伝染病予防に関する教育も行うことで、コ
ミュニティ全体の生活を改善し、子どもの通学
率を高めています。 

 安全な水と衛生設備の利用は、全ての人がも
つべき権利。なのに、汚染水で病気になる人や
命を落とす人が後を絶ちません。未来を担うは
ずの子どもたちは、水汲みなどの労働によって
学校に通えず、つらい境遇を強いられています。 

ロータリーはこんな活動をしています 

 会員の世界的ネッ
トワークを通じて、世
界各地の人びとと協
力して教員研修やカ
リキュラム作成を行
うだけでなく、家庭と
学校の水・衛生設備
の改善を通じて、子
ども（特に女子）への
教育を改善しています。 

 子どもたちが生き
ていく上で、水と衛
生は大きな問題で
す。汚れた水や不衛
生な環境は、感染症
を引き起こします。幼
い子どもたちのなか
には、下痢などで命
を落としてしまうこと
も少なくありません。 

 ユニセフは、清潔
な水を届けられるよ
う井戸などの給水設
備を作ったり、衛生的
な生活が送れるよう

トイレを設置したり、学校教育や保健所を通じ
て、石けんを使った正しい手洗いなどの衛生習
慣を広めるといった活動をすすめています。子
どもたちが安全な水や衛生施設にアクセスでき
れば、単なる生活の向上に限らず、健やかに成
長し、教育を受け、明るい未来を持つ機会が得ら
れるのです。 

SDGs  2030年ま
で に、す べ て の
人々の適切かつ
平等な下水施設・
衛生施設へのア
クセスを達成し、
野外での排泄を
なくす。 

水と衛生 進歩と
格差 

 22億人が安全
に管理された飲
み水入手できず。
42億人が安全に管
理された衛生施設
（トイレ）使えず。 

ユニセフとWHO共同監査報告書発表 

【2019年6月18日 ジュネーブ／ニューヨーク発】 

 ユニセフ（国連児童基金）世界保健機関
（WHO）は、本日発表した水と衛生に関する共同
監査プログラム（JMP）による最新報告書の中
で、世界の何十億もの人が今も水や衛生的な生
活環境を得られていないと述べました。世界の
約22億人が、安全に管理された飲み水の供給を
受けられず、42億人が安全に管理された衛生施
設（トイレ）を使うことができず、30億人が基本
的な手洗い施設のない暮らしをしています。 

 報告書は、2000年以降、18億人が基本的飲み
水の提供を受けられるようになったとしていま
すが、こうしたサービスの有無、アクセス、そして
質には大きな格差があると指摘しています。10
人に1人にあたる7億8,500万人が基本的なサー
ビスを受けられません。その中には処理されて
いない地表水を飲む1億4,400万人が含まれま
す。データによれば、村落部に暮らす10人に8人
が基本的サービスを受けられず、所得分布別の
推計がある国々の4カ国中1カ国では、最も裕福
な層が基本サービスの供給を受けている率は、
最も貧しい層の2倍にあたります。 

トイレを利用できず、屋外排泄も 

 報告書は、2000年以降に、あらたに21億人が
基本的衛生施設（トイレ）を使用できるように

「水と衛生月間」に寄せて 
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なったものの、世界の多くの地域で汚水が安全
に管理されていないと指摘しています。また、依
然として20億人が基本的な衛生施設（トイレ）を
利用できず、その10人に7人が村落部に暮らし、3
分の1が後発開発途上国（LDC）に住んでいます。 

 2000年以降、屋外排泄をする人の割合は21％
から9％と半分になり、23カ国は屋外排泄をする
人の割合が1％を下回る「ほぼ撲滅」状態になり
ました。しかし、今でも6億7,300万人が屋外排泄
をしており、その多くはいくつかの国に集中して
います。さらに、39カ国では、屋外排泄をする人
の数は増加しており、そのほとんどはサハラ以
南のアフリカで、この期間に著しく人口が増加し
た国が多く含まれます。 

＊安全に管理された飲み水と衛生施設（トイレ）： 

安全に管理された飲み水：必要な時に、自宅で
使用できる、汚染されていない飲み水があるこ
と 

 安全に管理された衛生施設（トイレ）：排泄物が
他と接触されないように分けられ、安全で衛生
的に処理できる設備を備えている衛生施設（ト
イレ）があること。 

＊基本的なサービス： 

 基本的な飲み水（供給サービス）：自宅から往
復30分以内で水を汲んでくることができる、改
善された水源から得られる飲み水。 

 基本的な衛生施設（トイレ）：他の世帯と共有し
ていない改善された衛生施設（トイレ）。 

 基本的な手洗い所：自宅（敷地）内に石けんと
水で手洗いができる施設があること。 

【2020年12月14日 ジュネーブ／ニューヨーク
発】 

 約18億人の人々が、基本的な水設備のない保
健医療施設を利用したり、そこで働いたりしてい
るため、新型コロナウイルス感染症(COVID-19)
やその他の病気にかかるリスクが高まっている
と、ユニセフ(国連児童基金)とWHO(世界保健機
関)は警鐘を鳴らしました。 

4分の１の医療施設で水設備なし 

 水と衛生サービスは、医療従事者と患者の安
全を守るために不可欠であるにもかかわらず、
それが優先されていないのが世界の現状です。
世界の4分の1の保健医療施設は水道サービス
を利用できず、3分の1はケアが提供されている

場所で手指衛生を利用できません。10カ所に1カ
所は衛生サービスを利用できず、3分の1は廃棄
物を安全に分別していないと言われています 

 「医療従事者や治療を必要とする人々を、清
潔な水も、安全なトイレも石けんもない施設に送
ることは、彼らの命を危険にさらすことになりま
す」とユニセフ事務局長のヘンリエッタ・フォアは
述べました。「パンデミック以前にもこのような
状況は確認できましたが、今年は特に、この不均
等をそのままにしてはおけませんでした。COVID
-19後の世界を再創造していく中で、子どもや母
親が適切な水と衛生設備を備えた場でケアを
受けることは、単に、できることやすべきことで
はなく、絶対に必要なことなのです」 

 後発開発途上国(LDCs)47カ国は、最も悪い状
況です。2つに1つの保健医療施設で基本的な飲
料水がなく、4つに1つの保健医療施設に手指衛
生設備がなく、5つに3つは基本的な衛生設備が
ありません。 

 水と衛生設備への投資が医療関連感染を減
らす水と衛生設備への即時かつ段階的な投資
は大きな利益をもたらすと報告書は指摘しま
す。保健水と衛生設備は、妊娠中の母親、新生
児、子どもなど不利な立場に置かれた人々に
とって特に不可欠です。保健医療施設における
水と衛生環境の改善は、敗血症のような予防可
能な疾患を含め、あまりにも多くの母親と新生
児が苦しみ、命を落としている出産の場におい
て特に重要であり、100 万人の妊婦と新生児の
命を守り、死産を減らすことができるのです。 

医療従事者と患者の安全を守るために 

 医療従事者と患者の安全を守るためには、国
際社会における資金調達、技術支援、国内資源
が必要です。これまでの取り組みを基盤に、保健
医療施設における水と衛生をすべての国の
COVID-19計画、ワクチン配布、経済復興のプログ
ラムに盛り込むべきです。 

 WHOが10月に発表したデータによると、医療従
事者のCOVID-19感染は一般の人々よりもはるか
に多いことが示されています。医療従事者は人
口の3パーセント未満ですが、WHOに報告された
世界のCOVID-19症例の14パーセントを占めてい
ます。医療従事者が自分自身、患者、家族、子ど
もたちの安全を守るためには、基本的な水と衛
生環境を確保することが不可欠です。 

 2640地区でも水に関する奉仕活動をされて
いるクラブも多いです。生きていく上での基本
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根源です。私のホームクラブでも井戸の事業、ラ
ンニングコストや維持管理などで継続すること
ができませんでした。現地のRCの協力も得て財
団も利用して是非継続して頂きたいです。 

 

「世界ローターアクト週間（3月13日を含
む1週間）」（World Rotaract Week） 

 1993年、ＲＩ理事会はＲＡの創立25周年を記念
して、3月13日を含む1週間を「世界ローターアク
ト週間」に指定しました。 各ＲＣには、地元のＲＡ
Ｃとの共同プロジェクトや、親睦活動に参加する
よう、呼びかけを行っています。参加により、ロー
タリアンは、ローターアクターから、若いエネル

ギーや、新しいアイデア、労力を得ることができ
ますし、ローターアクターは、ロータリアンから深
い知識や経験を学ぶことができます。 

 豊岡ガバナーエレクトは、国際協議会をオンラ
インで参加され終わられたとの報告を受けまし
た。今年は、ローターアクトが国際協議会に参加
されて3年目となります。 

 2640地区のすべての主要な行事や会議には
ローターアクトの役員には参加していただいて
ます。 

       Rotary International District2640.  

2020-21 Governor   Hideka Fujii      

 

私たちの相棒(愛犬)です 

 

 

 中野 直前ガバナー と 「姫 子」 

 

 

 

 

藤井 ガバナー と 「ペ コ」 

 

 

 

 

豊岡 ガバナーエレクト と  

「だいきち」 

 

 



 安全な水と衛生設備の利用は、すべての人がもつべき権利。なのに、汚染水で病気に

なる人や命を落とす人が後を絶ちません。未来を担うはずの子どもたちは、水汲みなど

の労働によって学校に通えず、つらい境遇を強いられています。 

 私たちの活動は、井戸を掘るだけではありません。安全な水と衛生設備を提供した上で、衛生

や伝染病予防に関する教育も行うことで、コミュニティ全体の生活を改善し、子どもの通学率を高

めています。  

 安全な水、衛生施設や衛生リソースの不足は、世界

で最も大きな保健問題の一つです。これはまた、解決

が最も難しい問題でもあります。 

 ロータリーはこれまで何十年にもわたり、井戸を掘

り、配管工事を行い、浄水設備を整え、流し台やトイレ

を設置するなどして、人びとが安全な水を利用でき

るよう支援してきました。しかし最大の課題は、このよ

うな設備が整えられた後にあります。それは、はじめ

にプロジェクトが成功してもゆくゆくは失敗に終わる

ケースゆくゆくは失敗に終わるケースが頻繁にある

からです。 

 コンサルティング会社「Improve International」社が

集めたデータによると、サハラ以南のアフリカだけで

も、機能不全となった水道システムに関連する費用の

累計額は、さまざまな団体を合わせて12億～15億ドル

に上ると推定されています。 

 アフリカ、南米、南アジアの一部では、まるで持続不

可能となった奉仕プロジェクトの証とでもいうよう

に、錆びた給水ポンプや老朽化した衛生施設があち

こ ち に 見 ら れ ま す。独 立 し て 調 査 を 行 っ た

「Aguaconsult」社による2013年の報告では、ロータ

リーが実施したプロジェクトでのこのような問題が取

り上げられました。また、より効果的なプロジェクトを

計画する上での持続可能性の重要性にも触れられて

います。 

 ロータリーがここ数年、活動の焦点を教育、協力、

持続可能性に転換したのもこれが一つの理由となっ

ています。 

 ロータリー財団のグローバル補助金、ロータリアン

行動グループ、米国国際開発庁（USAID）とのパート

ナーシップ によって、ロータリーの水と衛生プログラ

ムである「WASHプログラム」は、より効果的で持続的

な変化をもたらしています。 



 ３月13日を含む１週間(国の慣行によって月曜か
ら日曜、日曜から土曜まででもよい)を「世界ロー
ターアクト週間」と定め、毎年、３月13日を「世界
ローターアクトの日」とし、ローターアクトへの理
解と協力と援助を推進するとしています。 

 ローターアクトクラブ は、18歳以上の若い青年
男女がリーダーシップと専門的なスキルを育み、
地域社会のリーダーと意見交換しながら、楽しく
奉仕活動を行う 国際ロータリー加盟クラブで
す。 

 会員自らがクラブの運営と資金管理を行い、地
域社会で意義ある活動や奉仕プロジェクトを企
画・実施します。スポンサーとなっているクラブ
は、奉仕のパートナーとして協力しながら、ロー
ターアクトクラブへの指導と支援を行います。 

基盤を築く 

 ローターアクトクラブには、大学を基盤とするク
ラブと地域社会を基盤とするクラブがあります。
大学基盤のクラブは1校の大学（又はその他の高
等教育機関）の学生から成るのに対し、地域基盤
のクラブは地域社会全体から若い人を募ります。 

 大学を基盤とするクラブの場合、その学校の学
生であれば年齢を問わず会員になれます（学校
の方針で認められる範囲）。地域基盤のクラブは
18歳以上の若い成人を対象としています。 

革新的で持続可能な奉仕活動 

奉仕プロジェクトの計画 

 地元市民や奉仕を受ける人たちと一緒に奉仕
活動を行い、持続的な影響をもたらしましょう。地
域社会の調査を実施してニーズを調べ、クラブの
会員たちが持つ知識やリソースをどう活用でき
るかを考えます。「地域調査の方法 」は、ロー
ターアクトクラブが大きな成果をもたらす奉仕プ

ロジェクトを計画する上で参考になる資料です。
ロータリーでは、特定分野に焦点を当てた活動を
通じて持続的な変化を生み出すため、重点分野
（「平和構築と紛争予防」、「疾病予防と治療」、
「水と衛生」、「母子の健康」、「基本的教育と識字
率向上」、「地域社会の経済発展」、「環境の保
全」）を定めています。 

 国際ロータリー第2640地区は南大阪（大和川
以南全域）・和歌山県全域を活動エリアとしてお
り、７つのクラブが現在活動中です。 

 やる気のある若い成人および職業人が社会奉
仕と国際奉仕を通じて行動し、会員自らが組織運
営や資金を管理し、職業的発展を通じてリーダー
シップや職業スキルを磨くことができます。  

 また、地元のリーダーと交わり、楽しみながら
ボランティア活動ができる場です。地元や世界の
問題について考え、画期的な解決策を見出すな
ど、国内活動だけでなく、グローバルに活躍して
います。 

https://2640-act.com/rac/ 



「地区大会・内容変更のお知らせ」 
地区大会実行委員長 上林 史和 

 新型コロナウイルス感染拡大に伴い、地区大会および地区大会記念ゴルフ大会につきまして

協議を重ねて参りました結果、以下のように企画内容を変更させていただくこととなりました。 

＜地区大会記念ゴルフ大会＝中止＞ 

 2021年3月13日(土)に泉ケ丘カントリークラブで開催を予定しておりました「地区大会記

念ゴルフ大会」につきましては、健康と安全を第一と考え、残念ながら開催中止とさせてい

ただくことに決定いたしました。すでに参加登録費をお振込頂きましたクラブ様には返金

させていただきます。 

＜地区大会＝参加人数を限定して開催／後日動画配信＞ 

 国際ロータリー第2640地区 2020～2021年度「地区大会」は3月28日(日)に岸和田市

の南海浪切ホールにて開催させていただきますが、新型コロナウイルス感染拡大防止の観

点から参加者を各クラブ会長・幹事、選挙人、地区役員に限定して開催させていただきま

す。南海浪切ホールでは、約1500人収容の会場を使用することにより、参加者同士が十分

にソーシャルディスタンスを保てるよう感染防止対策を心がけて参ります。当日は選挙人会

議を12時から、本会議は13時30分からとさせていただく予定です。会場参加予定の皆様に

は別途ご案内をさせていただきます。 

 地区会員の皆様方には後日、地区大会の模様を動画にて配信させていただくを予定と

しておりますのでご覧いただければと存じます。 

 参加登録料は徴収なし、地区大会賦課金のみとさせていただきます。すでに参加登録料

をお振込頂きましたクラブ様には、返金させて頂きますので地区大会実行委員会事務局よ

りご連絡をさせていただきます。尚、新型コロナウイルスの感染拡大状況によっては、無観

客で実施の可能性がありますことをご了承ください。その際にはあたらめてご案内させて

いただきます。 

 皆様のご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。 

 

 

【お問い合わせ先】 

国際ロータリー第2640地区  2020～2021年度  地区大会事務局 

〒596-0821  大阪府岸和田市小松里町2514  コルロフ5 102号 

TEL 090-2644-2640 FAX 072-440-2101 

E-mail:chiku-taikai2020@rid2640g.com 



地区大会縮小しての開催              ガバナー 藤井 秀香 

 新型コロナウィルス感染拡大の第三波に伴う緊急事態宣言が発令さ
れました。効果が現れ感染者数が減りはしましたが、会員並び関係者の
健康と安全を第一に考え、多くの参加者希望がございましたが、地区大
会ゴルフ大会は、中止とさせていただきました。 

 日本のロータリー100周年記念地区大会は、他地区を参考に多くの会
員のご意見をお聞きして決定させて頂きました。二日間の予定を半日に
して、1500人収容可能なホールにクラブ会長、幹事、運営地区役員に人
数を制限し、200名程で密を避けて、万全の感染予防のもと開催する事
に決定いたしました。殆どの会長幹事からは。出席のお返事をいただい
ております。 

 また、今年は、地区として初めてＲＩ会長代理を招聘しない地区大会と
させていただきます。今年、お隣の大阪北部の2660地区は、二年目の招集されない地区大会が開
催されました。 

 RIからの症例もあり、招聘されない選択をされた地区も今年は多いとの事です。私がデジグネー
トの時参考にしたいと近隣の地区大会に参加させていただきました。その時2660地区の山本 博文
様(大阪南RC)がガバナーの折のメッセージをお聞きして、衝撃と感動を覚えました。尊敬しており
ます。 私だけでなくコーディネーターはじめ多くの方からも素晴らしかったとのお声をお聞きしま
した。そして、私の時の地区大会には、山本PGに必ず講演していただこうと決めておりました。 

 ジュディ、オングさんは、ポリオ撲滅まで「あと少し」のポスターでご存知のように、ロータリーの
ポリオ根絶大使、介助犬サポート大使も務められていました。今年、他地区の地区大会にもお願いを
されてたようです。ロータリークラブ関係の講演も多くされてます。コンサートではありません。残念

ながら、台湾での国際大会はバーチャルでの開催となりました
が、東日本震災の折も台湾に帰り台湾総統やジャッキー、チェンに
声をかけてテレビやメディアを通じて寄付を呼びかけて多額の寄
付を集めてくださいました。語学が得意で６言語を話す事ができ
る聡明でお美しい、歌手、女優、版画家でも有名であられます。こ
のような中「行かせて頂きます。」嬉しいお返事をいただいており
ます。 

 多くの会員の皆様と地区大会を分かち合いたかったのですが残念ながら縮小しての開催となり
ました。参加できなかった皆様にもオンラインでの参加となりますが、宜しくお願い申し上げます。 

 地区大会におきましては、新型コロナウイルス感染拡大防止に留意し開催いたします。皆様のご
協力をお願いいたします。 

◉会場入口にてスタッフ、参加者ともに検温を実施。37.5℃以上の発熱がある場合は参加をご遠慮
願います。 

◉スタッフ、参加者ともマスク（マウスシールド）の着用を徹底します。 

◉座席の配置は2席以上のソーシャルディスタンスを確保します。尚、会場の座席数は1,550席、参加
者は約150名程度になる見込みです。 

◉受付等にアルコール消毒液を設置し、会場入室の際の手指消毒をお願いします。 

◉会場ドアの把手など定期的に消毒します。 

◉選挙人会議においてもソーシャルディスタンスを確保いたします。 

◉ロータリーソング「手に手つないで」の斉唱を予定しておりますが、手は繋ぎません。 



国際協議会参加の報告 
2020-2021年度 第2640地区 

ガバナーエレクト 豊岡 敬 

国際協議会に参加させて頂いて 

 世界的に新型コロナウィルスが感染拡大するなか
で、当初はアメリカ合衆国フロリダ州オーランドで開催
が予定されていた国際協議会ですが、初めてのバー
チャルでの開催となり、期間は2月1日から11日とかなり
長くなりました。本来であれば、世界中の同期のガバ
ナーエレクトと懇親を深めながら、来るべき2021-22年
度のロータリーの基本方針について意見を交換するこ
とになったはずですが、オンラインという限られた空間
ではありましたが、ロータリーの進むべき方向について
議論を深めることができました。 

RI会長エレクトが2021-22年度の会長テーマを発表  

 人のために世話をし、奉仕することが最良の生き方。
なぜなら、その経験を通じて誰かの人生だけでなく、
自分の人生を豊かにできるのだから。国際ロータリー
の次期会長であるシェカール・メータ氏はこう述べ、奉
仕プロジェクトへの参加を会員に呼びかけました。 

 カルカッタ-マハ
ナガル・ロータリー
クラブ（インド、西ベ
ンガル州）に所属す
るメータ氏は、ロー
タリー国際協議会
中の2月1日、次期
地区ガバナーに向
けて2021-22年度

の会長テーマ「奉仕しよう  みんなの人生を豊かにす
るために」を発表しました。地区ガバナーエレクトを研
修するための年次行事である国際協議会は当初、オー
ランド（米国フロリダ州）で開催予定でしたが、新型コロ
ナウイルス流行のためバーチャル（オンライン）で開催
されました。 

 ロータリーでの奉仕プロジェクトへの参加を通じて
自身が人間として成長したことに触れたメータ氏は、
その経験を通じてほかの人のニーズに目を向けるよう
になったと述べました。クラブ入会後まもなく、メータ
氏はインドの僻村を支援するプロジェクトに参加しまし
た。そこで村人たちの状況を目にしたことで、奉仕への
決意が固まりました。「同胞たちが抱える苦境を真に理
解しました」とメータ氏は語ります。その後も、子どもへ
の義肢の寄贈、家庭への安全な水と衛生設備の提供、

地域の医療施設の改善など、
数々の取り組みに参加しました。 

 「ロータリーが私の心に火を
つけました。自分の身の回りを
超えたところに目を向け、人類
全体を考えるようになりまし
た」とメータ氏。「奉仕が私の生
き方となったのです。多くの
方々と同じように、‟奉仕とは、
自分がこの地上に占める空間に対して支払う家賃で
ある“という信条を持つようになりました」 

 メータ氏は、次期ガバナーに対し、次年度に自らが模
範となって導き、測定可能・持続可能なインパクトをも
たらす奉仕プロジェクトへの会員の参加意欲を引きだ
すよう呼びかけました。また、各クラブが「ロータリー
奉仕デー」を実施することを求めました。 

  「ガバナーとしての役目が終わるとき、皆さんは、
ご自身のリーダーシップ、ご自身がロータリアンとロー
ターアクターに与えたインスピレーションのおかげで、
会員による奉仕を通じて世界が前よりもよくなったと
感じるはずです」 

多様性と会員基盤の向上に焦点を当てる 

 メータ氏は、2021-22年度には会員が女子のエンパ
ワメントに力を注ぎ、教育、リソース、奉仕、機会など、未
来の女性リーダーの成功に必要な手段を与えてほし
いと述べました。その上で、多様性、公平さ、開放性に
対するロータリーの信念を会員が活動の指針とするこ
とが大切であると語りました。 

 ロータリーが私の心に火をつけました。自分の身の
回りを超えたところに目を向け、人類全体を考えるよ
うになりました。 

RI会長テーマ <2021-22年度> 

「奉仕しよう  みんなの人生を豊かにするために」   

 シェカール・
メータ会長エレ
クトは、「奉仕す
るとき、誰かの
人生だけでな
く自分の人生
も 豊 か に な
る」、「人びとの
世話をし、奉仕することこそ、人生の最高の生き方」と
述べ、奉仕プロジェクトへの積極的な参加を会員に呼
びかけてます。 



RI会長エレクトが2021-22年度の会長テーマを発表 

 人のために世話
をし、奉仕すること
が最良の生き方。
なぜなら、その経
験を通じて誰かの
人生だけでなく、
自分の人生を豊か
にできるのだか
ら……。国 際 ロ ー
タリーの次期会長
であるシェカール・

メータ氏はこう述べ、奉仕プロジェクトへの参加を会員に
呼びかけました。 

 カルカッタ-マハナガル・ロータリークラブ（インド、西ベ
ンガル州）に所属するメータ氏は、ロータリー国際協議会
中の2月1日、次期地区ガバナーに向けて2021-22年度の
会長テーマ「奉仕しよう  みんなの人生を豊かにするた
めに」を発表しました。地区ガバナーエレクトを研修するた
めの年次行事である国際協議会は当初、オーランド（米国
フロリダ州）で開催予定でしたが、新型コロナウイルス流
行のためバーチャル（オンライン）で開催されました。 

 ロータリーでの奉仕プロジェクトへの参加を通じて自身
が人間として成長したことに触れたメータ氏は、その経験
を通じてほかの人のニーズに目を向けるようになったと
述べました。クラブ入会後まもなく、メータ氏はインドの僻
村を支援するプロジェクトに参加しました。 

 そこで村人たちの状況を目にしたことで、奉仕への決
意が固まりました。「同胞たちが抱える苦境を真に理解し
ました」とメータ氏は語ります。 

 その後も、子どもへの義肢の寄贈、家庭への安全な水
と衛生設備の提供、地域の医療施設の改善など、数々の
取り組みに参加しました。 

 「ロータリーが私の心に火をつけました。自分の身の回
りを超えたところに目を向け、人類全体を考えるようにな
りました」とメータ氏。「奉仕が私の生き方となったので
す。多くの方々と同じように、‟奉仕とは、自分がこの地上
に占める空間に対して支払う家賃である“という信条を持
つようになりました」 

 メータ氏は、次期ガバナーに対し、次年度に自らが模範
となって導き、測定可能・持続可能なインパクトをもたらす
奉仕プロジェクトへの会員の参加意欲を引きだすよう呼
びかけました。また、各クラブが「ロータリー奉仕デー」を
実施することを求めました。 

  「ガバナーとしての役目が終わるとき、皆さんは、ご自
身のリーダーシップ、ご自身がロータリアンとローターア
クターに与えたインスピレーションのおかげで、会員による
奉仕を通じて世界が前よりもよくなったと感じるはずで
す」 

多様性と会員基盤の向上に焦点を当てる 

 メータ氏は、2021-22年度には会員が女子のエンパワメ
ントに力を注ぎ、教育、リソース、奉仕、機会など、未来の女
性リーダーの成功に必要な手段を与えてほしいと述べま
した。その上で、多様性、公平さ、開放性に対するロータ
リーの信念を会員が活動の指針とすることが大切である
と語りました。 

 「世界各地で女子は多くの問題に直面しており、リー
ダーである皆さんは、こうした女子が抱える問題にロータ
リーが取り組み、それを和らげるように導くことができま
す」 

 奉仕を通じて大きなインパクトをもたらすには、ロータ
リーの会員基盤を広げる必要がある、とメータ氏。全世界
の会員数は、過去20年間、約120万人のまま横ばいです。
このため、2022年7月1日までに130万人に増やすことを
目指して地区で率先して活動するよう、次期ガバナーに
呼びかけました。メータ氏の「Each One, Bring One」（み
んなが一人を入会させよう）は、今後17カ月間、全会員が
ロータリーに一人を入会させることを求めるイニシアチ
ブです。  

 会員基盤を広げながら、ポリオ根絶活動、新型コロナウ
イルスとの闘い、地域社会への奉仕を続けていくのは野
心的な目標であることを認めた上で、「だからこそ皆さん
の意欲が駆り立てられるでしょう」とメータ氏。「挑戦に立
ち向かうのがロータリアンだからです」 

 

国際ロータリー会長エレクト 

シェカール・メータ 

2021-22年度 テーマ＆テーマロゴ 

Serve to Change Lives  



ローターアクト 第３エリア代表者会議  

 地区ローターアクトの地区代表、幹事など5名の役員は、1月30日（土）、第３エリア地区の

ローターアクト代表者会議（Zoom)に参加しました。 

 この会議は、第３エリア（第2640・2650・2660・2670・2690・2700・2710・2720・2730・2740地

区）、西日本のローターアクトが地区を超えた親睦と友情を深め、より良いローターアクトクラ

ブの発展と向上に努めることを目的に開催されました。 

 会議では、各地区が抱えている課題について全体で話し合いました。各地区のアクターと

の交流や情報交換を通じて、親睦を深めることが出来ました。 

地区ローターアクト委員会   



第8回ガバナー補佐・幹事合同会議 

 地区は、2月20日（土）、午後2時から、けやきＯＮＥ 4F会議室において、第8回ガバナー補

佐・幹事合同会議を開きました。 

 会議は、現在、10都府県に発令されているコロナの「緊急事態宣言」の状況を鑑み、ガバ

ナー事務所とオンライン（ZOOM）の併用で開催。3月に予定している地区大会や今後の運営

について、協議しました。 



第2回 2021-2022年度ガバナー補佐・次期幹事予定者合同会議（Zoom) 

 豊岡 敬 ガバナーエレクトは、2月13日（土）、午後4時30分から、けやきＯＮＥ 4F会議室に

おいて、ガバナー補佐・次期幹事予定者合同会議をZoomで開催しました。 

 会議では、国際協議会（バーチャル形式）参加の報告、地区チーム研修セミナー開催、

PETS開催についてなど、今後の運営について協議しました。 

 依然としてコロナ感染が拡大している中、当面、オンライン開催となり、その方法などを話

し合いました。 



2021-2022年度のための地区チーム研修セミナー（YouTubeライブ配信) 

 次年度のための地区チーム研修セミナーは、2月27日（土）13：30から、ガバナー事務所を

キーステーションにインターネットのYouTubeラ

イブ配信（限定配信）で開催しました。 

 研修セミナーでは、橋本 次期地区代表幹事

の司会で進行。豊岡ガバナーエレクトから次年

度地区役員の紹介、藤井ガバナー、岡本 次期

地区研修リーダーが挨拶。続いて、国際協議会

（バーチャル）の報告を豊岡ガバナーエレクトが

行いました。 

 この中で特に2021-220年度 シェカール・メーターRI会長のRIテーマ「奉仕しよう みんな

の人生を豊かにするために」とテーマロゴを紹介。さらに、ガバナーの基本方針が示され、

地区スローガンを「広げようロータリーの光を!」としました。世界を襲うコロナ禍にあって、

希望を照らす光となることを強調しました。 

 

 

 

 

 

 このほか、委員会報告では、ロータリー財団委員会、地域社会奉仕委員会、社会奉仕委員

会、米山記念奨学委員会のそれぞれの委員長から、報告がありました。 

 詳しくは、 https://youtu.be/WXcbmln2owc をご覧ください。 



｢医療用ゴム手袋｣調達危機を受け、堺市医師会に同手袋10万枚緊急寄贈 

―コロナ休会に二つの意味を持たせて 

堺ロータリークラブ 

堺RCでは奉仕事業として当初、堺市

内の学校現場へのコロナ対策支援を検

討、社会奉仕フォーラムなどで教育委

員会より学童における緊迫度等現状を

拝聴していました。その後“今必要な”

奉仕は何かを更に議論を重ねた結果、

むしろ医療現場における逼迫、緊張へ

の貢献をこそ優先すべきとの結論に達

しました。 

そこで、堺市医師会と緊急協議し、現

下 ”医療用手袋不足”への貢献が最優

先と判断。 

即、国内ルートと海外ルートであたってみたところ、医療器メーカーの情報によれば、極度の品

薄で我々が国内で調達できるような状況に無いとの事。海外ルートでは、ニトリルを中心にリサー

チしたところ、最大供給地のマレーシアでは、出稼ぎ従業員に大量のコロナ感染者が出た為、同国

内の47カ所の工場のうち、20カ所が操業停止に至っている様で価格暴騰中。且つ発注単位も問

題、出荷から輸送に掛かる期間も問題と判明。 

 そのリサーチの間、会員の安全と医療への貢献を図るべく例会休会中であったオンライン

ミーティングで、繰り返し”医療用手袋不足”への貢献策を議論し続けました。 

 その結果、①ニトリルクラスでなくても相応の医

療用の手袋ならば有用な場面があり必要 ②ニト

リル以外であれば調達できるかもしれない、との

二つの重要な結論に達し、各会員の専門を生かし

実働開始。なるほどクラスの違う医療用手袋であ

れば調達可能性があり、且つ堺医師会も「それも

大変有難い」との意向を確認。各医療現場への配

布は医師会でご担当願えるとのスキームが組み

上がり、1月19日に医療用手袋10万枚寄贈できまし

た。オンラインミーティングでの発案から1週間以

内での供給となり、現下の医療現場状況に鑑みる

とこのスピードも重要であったと思われます。 
 

肝心の資金も緊急に臨時理事役員会を開催し、今年度の休会中の浮いた例会費を充てる事で

「休会したこと自体が感染予防・医療負担回避以外にも具体的な意味を持つ、医療貢献に繋がる」

との思いを会員全員で共有する事となりました。 
 

パンデミック状態も道半ば、更に“今必要な”奉仕の上積みを目指し、堺RC会員一同邁進します。 



海南クリーンアップ作戦（清掃活動） 

海南東 ・ 海南西ロータリークラブ 

 海南東RC（会長 花畑 重靖）と海南西RC（会長 嶌村 拓滋）は、合同で、2月21日（日）、海

南市内の国道沿いので、海南クリーンアップ作戦（清掃活動）を行いました。両クラブの会員

及びファミリー等、総勢約40名が参加。 コロナ禍の中ではありますが、野外の活動でもあ

り、最近の海南市の状況は、感染者無しの日が続いており、感染予防に配慮し、希望者を募

り、実施しました。  

 当日は、朝10時集合。海南商工会議所を基点に

温山荘往復と藤白神社往復の２コースに分かれ、

ロータリーデーの活動として 「みんなで、街をきれ

いにしましょう」 と道行く通行車両、歩行者など、

沿道の多くの市民に無言でアピールしました。 

 晴天にめぐまれ、順調に多くのゴミを回収する

ことができました。日頃は比較的きれいな感じです

が、よく見ると隠れたゴミがあり、空き缶やペットボトル、タバコの吸殻など、集めてたゴミ

は、ゴミ袋（海南市提供） 約10袋になりました。  

 2月は、例会が休会となっており、清掃活動を通じ、久々の再会。皆で一緒に協力し、心地

よい汗をかくことで、より深い交流、親睦が図れました。また、ファミリーも参加し、ロータ

リーの活動を多くの皆さんに知ってもらうことが出来ました。 















 

 

  ガバナー月信は、地区と地区内クラブの情報交流を促進し、各クラブの運営、活動に活かせ

てもらうため、情報収集に努めています。皆様の寄稿、ご協力をお願いします。 具体的には、

記念事業や特別例会、クラブ奉仕活動、親睦活動（家族会、親睦旅行、 同好会等）や会員増強

等、職業奉仕（講演会、講習会、視察等）、社会奉仕（清掃活動、福祉・教育支援事業等）、国際奉

仕（友好クラブとの交流、各社会奉仕プロジェクト）、青少年奉仕（青少年交換、インターアクト、

ローターアクト、ライラ等）、そのほか、ロータリー財団、米山記念奨学会等の活動などの案内、

募集、報告等の寄稿をお願いします。 また、ご提供いただける情報は、文書面、 資料、写真を

ＦＡＸ、封書等又はメールでガバナー事務所へご連絡ください。 月信では、引き続き、国際ロー

タリー、地区、クラブの情報をとりまとめ、掲載情報の収集等、紙面の充実に努めてまいりま

す。 ご協力、よろしくお願いします。                     （地区 ＩＴ・ガバナー月信委員会）  

国際ロータリー 

第2640地区 ガバナー事務所  

〒640-8331  

和歌山市美園町3-34 けやきONE 301号室  

TEL（073）426-2640  

FAX（073）426-2660 

http://rid2640g.com/fujii/ 

e-mail: fujii@rid2640g.com 
JR和歌山駅西口から徒歩7分  

阪和道、和歌山インターから約10分 


